
 
 

 

 

 

 

～県内各地の約２００名の教職員、関係者が来校～ 

先月２２日（金）に、本校で「広島県小学校道徳教育研究大会」が開催されました。前の

通信でもお知らせしましたように、約２００名のお客様が熊二小に集い、５つの教室に分か

れて道徳の授業を参観されました。４年１組の教室には、子供の人数の４倍以上に当たる

３４名の来賓や教職員が授業を参観されました。このような環境で授業をすることは、子

供たちにとって初めての経験であり、いつもとは違う緊張感をもつ子供もいました。しか

し、授業が始まってしまうと、積極的に自分の考えをワークシートに書き出したり、発言し

たりして、普段の授業の感覚が戻ってきました。授業後の分科会で、参観された方々から

も、子供たちの授業に向かう姿に高い評価をいただきました。 

 

 

 

 

 

 

 

令和６年１１月２８日        熊野第二小学校４年 第４７号 
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熊野で一番小さなクラスの一番大きな挑戦 

 

 いよいよ本番になりました。

予想以上にたくさん（のお客さ

んが）いて、発表するとき声が

とおりにくいのと、発表すること

をわすれてしまいました。でも、

いつもどおりにじゅ業ができて

よかったです。 

 今日は、道とく研究大会でし

た。大ぜいの人が見てくれて、

きんちょうしたけれど、発見で

きたことや意見をまとめること

ができてよかったです。それ

に、１人２回以上の発表もでき

たし、みんながんばれたと思い

ます。 

 今日の道とくは、いろいろな

人が見に来られました。正しい

と思うことを学習しました。自

分が正しいと思うことをできな

いときがあるので、できるよう

にがんばりたいです。きんちょ

うしたけど、発表もできてよか

ったです。 

～子供たちの日記やふりかえりノートから～ 


